


 

 

モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（２１）



大正大学モンゴル佛典研究会



序文（年度）



 年度に引き続き、モンゴル語版『モンゴル佛教史』葉以下のローマ字転写、

翻訳、注釈を提示する。

 今年度の当研究会で本研究に携わったのは以下のメンバーである。

 阿部真也（大正大学綜合佛教研究所講師）、アリヤ（本研究会研究員）、茨木智

志（上越教育大学准教授）、ウルジージャルガル（東洋大学大学院）、M. エルデニ

バートル（内モンゴル大学副教授）、エルデニバヤル（内モンゴル大学教授）、オ

ーダム（中国中央民族学院）、片桐尚（内モンゴル大学客員教授）、窪田新一（大

正大学准教授）、新藤篤史（大正大学大学院）、バイカル（桜美林大学准教授）、

藤本良子（本研究会研究員）、三浦順子（本研究会研究員）、満永葉子（本研究会

研究員）、宮本正彦（本研究会研究員）、山口勝弘（本研究会研究員）。 

 

   一 凡例 

・原文の「葉」および「行」の表示方法について 

   転写・訳文とも文章の頭に五桁の番号を入れる。例えば、77葉７行は07707と 

表示する。 

・転写：ポッペ・小沢式のアルファベット表記・転写方式によっているが、それを 

基本として、を、をと転写するアルガリ表記を考慮す

るなど若干の変更を加えてある。 

・脚注：翻訳、転写の現代モンゴル語との異同などは脚注において指摘し、積極的 

に修正した。 
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・略記：チベット語テキスト 

橋本本：ジグメ・ナムカ著、橋本光寳編『西藏文蒙古喇嘛教史』蒙蔵典籍刊 

行会、昭和15年 

フート本： jigs-med nam-mk’a（著）, Georg Huth（編） 

 “Geschichte des Buddhismus in der Mongolei”  

                 Erster Teil. Strassburg, 1892 

青海本：久明柔白多杰著『蒙古佛教源流』青海民族出版社、1993年12月 

翻訳 

橋本訳：ジグメ・ナムカ著、外務省調査部訳『増訂蒙古喇嘛教史』 生活社、 

昭和15年 

フート訳：jigs-med nam-mk’a（著）, Georg Huth（訳） 

“Geschichte des Buddhismus in der Mongolei” 

Zweiter Teil. Strassburg, 1896 

テルビシ訳：ЦЭМБЭЛ ГYYШ（著）,  Л. ТЭРБИШ  
Р. БЯМБАА（訳） 

МОНГОЛЬIН  ТYYХ  ОРШВОЙ

УЛААНБААТАР, 1997 
ウルジー訳：固始 居巴・洛桑澤培著、陳慶英・烏力吉訳注『蒙古佛教史』 

天津古籍出版社、1990年12月 
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(1) （ネータン）。橋本本には snye thang pa （ネータン派）とある。 

(2) 不要。と重複する。

(3) 橋本本には ti shri （帝師）とある。 
(4) 橋本本には gzhon nu dpal ldan （人名）とある。 
(5) 
(6) 
(7) 
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         その年、ネータンの法主アモガと帝師

 ソドノム・シェーラブは、宣徳帝の帝師となって、二法（政・教の二法）の

事業の成果を、

 大いに弘通させた。２人の師の弟子、法主ションヌ・バルダン

 という人は帝の僧伽たちの部を守護し、

 勝者の教法を弘通させた。その後、現在

 第葉終り

 に至るまで、（宣徳）帝の大宮殿、北京において、ゆるぐことのない教義

が、

 広がるようになったこともこの法主のおかげであると知られた。



                              文殊

 菩薩の第２の勝者、教宝をモンゴルの地、ここにまさに初めて

 弘通させるのは、雪国（チベット）に在る、有情の主、持白蓮、
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(1) 
(2) 橋本本には bsod nams rgya mtsho dpal bzang po とある。 
(3) 橋本本に bkaF gdams glegs bam （ゲーダンパの典籍。祖師問答録と弟子問答録の総称）とある。 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) 
(9) 橋本本には skyid shod （地名）とある。 
(10) 
(11) 
(12) 左に と書き込みがある。橋本本には sde pa rnam rgyal grags pa とある。 
(13) 橋本本には dpal Fdzom bu khrid （人名）とある。 
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 第３の勝者、聖なるソドノム・ジャムソ・バルサンボである。また

 その聖者がガーダンパの問答録の予言において、

 「全ての争いの最期に、福名のある者がなした、

 海のごとき説法集において、教法の火を燃え立たせよ」と説かれた。

 そして「チベットの北方よりも、さらに北方に、汝は聖なる転生者の

 １人で、信仰なき多くの者たちが御手の下に赴くだろう」という、予言の

 時に至り、キーショエの地方の貴族出身で、２つの

 法に精通し、内なる秘密真言三昧の境地に

 入った父、デワ・ナムジルラクバと母バルゾム・ブティ







































                                                      
(1) 橋本訳（p.243注２）には「キー川の下域」とある。 
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(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) Skt. utpala （青蓮華） 
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 人の息子として、不思議な多くの奇瑞を伴って、癸卯（年）の年の

 孟春（１月）日に転生したその子は、天の

 息子よりも美しく、見れば見るほど美しく、また喜びの表情をたたえ、

 また、見飽きることなく、身体は白く、赤い光をたたえた

 偉大な人の御身のご様子をすべて

 備えていた。上半身は天の衣よりもやわらかく、

 まっ白の薄い膜の法衣をまとい、下半身は虎柄の模様が

 自然に出て、ただよっているように動く、ひざより

 下を覆う裙（まえだれ）を身につけ、青蓮華の葉のような、美しい２つの目

で

 全てを見通し、小さな微笑をたたえる様子で、微笑みながら、

 お生まれになった。それをみて、その子の母は、従う者全てと共に

 第葉終り
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(1) 左にと書き込みがある。 
(2) 橋本本には blon gong （人名）とある。テルビシ訳には лонгонжалба とある。 
(3) Skt. bhagavan （世尊）  
(4) 
(5) Skt. yamAntaka （大威徳明王） 
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 喜んだ。彼はまた、産まれて３ヶ月の時より、重要なことを理解し、

 常に暁の陽が輝く前に、片ひざをつく形で

 坐り、母も眠らせないように、手で髪の毛をひっぱり、

 マニとおっしゃって、（母を）片膝をついて坐らせたのである。ある時、ロ

ンゴンが、

 凶悪な僧の様子をして、（悟りを得るための）障碍となった時に、

 そのような悪魔に対し、勝者佛陀世尊金剛大威徳明王

 となって光臨し、黒い方を罰するのを実際に見た。

 ある日、光明茅舎が一軒あり、そこで多くの礼拝をなし、

 従者たちが、「どうしたのですか」とたずねたところ、（ダライ・ラマ３世

は）「貴方がたは見なかったのか。

 聖宝者ツォンカパが来られて、今もそこにいらっしゃる」と説かれた。

 また「四方にも礼拝し、ジェー・リンポチェ（ツォンカパ）の四方に































                                                                                                                                                              
(1) 
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(1) 
(2) 
(3) Skt. samAdhi （三昧、禅定） 
(4) 
(5) 
(6) 橋本本には dal Fbyor とある。Skt. kXaNasampad （具足有暇） 
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 無数の佛たちが存在している。東の方にあるものは青、

 南の方にあるのは黄、西の方にあるのは赤、北の

 方に在るのは緑」とおっしゃった。童子たちが遊戯する

 時は、普通の様子より完全に遠く離れ、法を説き、

 三昧を思惟し、寺院を建立し、多くの石を並べて納め、

 これとこのようにいわれる護法者であるとして、供養と讃頌

 などをして、時を過ごした。１人の修行僧が面会に来て、

 尊者ツォンカパの（像）１体を御手に奉ったことを大いに

 喜んだ。そして、高楼に安置して礼拝し供養をなした。

 父母に対して「礼拝供養をしなさい」とおっしゃったところ、「我々は

 そのラマに対しては、信がない」と言った。すると「我が殊勝なるこのラマ

に

 信がなければ、貴方たちの具足有暇はからまわりして、
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(1) 橋本本には dmigs brtse ma とある。 

(2) （誓願）、橋本本には thugs dam とある。 
(3) （ヨーガ者）

(4) Skt. sarvajJa （一切智者） 

(5) 左に（ダライ・ラマ２世）と書き込みがある。橋本本には dge Fdun rgya mtsho 

とある。 
(6) 
(7) 
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 しまうだろう」とおっしゃって喜ばない様子をしたので、

 第葉終り

 「それならば、我々は２人で礼拝し、その身体が人の大きさ程の

 佛像を１体建立しよう。」といったので、殊に喜び、メグセムを慎んで音

読をなし、学んだのである。

 この聖者を確かに、誓願を持つ多くのヨーガ者も、また、聖一切

 智者ゲンデン・ジャムソー（ダライ・ラマ２世）の転生者であると預言し

た。

 そして、聖者は自身で、前世の聖者の身体より離れることのない

 白ターラと水晶の数珠などを、まさによく明らかにする

 など、間違いなく信ずべきものとした。丙午の年（年）３

































                                                                                                                                                              
(1) 
(2) 橋本訳はミキツェーマ、ツォンカパ作としている。 
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(1) 左にと書き込みがある。 
(2) 橋本本には sde pa rin po che とある。 

(3) 左にと書き込みがある。橋本本には Fbras spungs とある。 
(4) 
(5) 橋本本には snam sbyar とある。 

(6) 橋本本には pe kar とある。 
(7) 
(8) 
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 月初８日にテーバ・リンポチェ候と家来たちと、大寺院

 の上師たちが、赤みがかった黄色の幢をかかげる者たちから多くの歓

 迎をうけ、具足吉祥大デプン寺の近くに着いた。

 その時、数限りない僧侶たちが法衣と袈裟を身にまとって、赤みがかった黄

色の

 印となって美しく埋めつくした。香炉を捧げ持った者たちが先頭に立って、

 様々の供物をささげもった人々が、行列をなして美しく、

 また、化身護法者ペーカルもその身体に入って、（行列の）中においでにな

ったのである

 １万に近い人々の集まりは、活佛を礼拝にきて、

 花の雨、虹の光の家など、天と人の

 全ての奇瑞と吉祥のデプン大





























                                                                                                                                                              
(1) 
(2) 橋本訳に「仲春（２月）の白月（下半月）の甲午第２日」とありテルビシ訳もほぼ同じ、ウル

ジー訳は「３月２日」となっている。 
(3) 父のことか。 
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(1) 
(2) がのこと。Skt. tuXita （歓喜、兜率天） 
(3) 
(4) 
(5) 左にと書き込みがある。橋本本には bsod nams grags pa とある。 
(6) 橋本本には bsod nams ryga mtsho dpal bzang po bstan paFi Ji ma phyogs thams cad las  

rnam par rgyal ba とある。 
(7) 
(8) 
(9) 
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 法全方位珠勝寺に赴くこととなって、

 歓喜（ガンダン）宮の畏れなき大獅子座に

 足の蓮華をなした（坐った）。その後、大パンディタ・ソドノム・ラグバの

 傍らで、円満優婆塞戒をうけて、名前をボヤン・

 ダライギン・サイン・チョクト・シャシヌー・ナランジュグ・ブグデース・

テイン・ボゴード・

 イラゴグチ（＝ダライ・ラマの名前）と名付けた。集まった人々に大いな

る祝祭を

 ほどこした。祝祭が終わり、寝処において手を合わせている

 第葉終り

 時に、父母２人が「ソドナム・ラクバを信じているのか。」と申し上げたと

ころ、

































                                                      
(1) 橋本訳（p.243注9）には「福海善吉祥教日完勝一切方」とある。 
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(1) 
(2) Skt. upadeSa 
(3) 
(4) 
(5) 橋本訳には ra sa Fphrul sanag （ラサの大昭寺のこと）とある。 
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 「そのように言ってはならない、私の上師であるから、法主

 ソドナム・ラグバの前生
ゼンショウ

と言って下さい」とおっしゃった。５歳の

 時（年）、ある者が教訓の１つをたずねたところ、「三宝を

 信じよ。有情に慈悲することを修練せよ。輪廻を虚空に

 入れよ。それを貴方は法分としなさい」と（御言葉を）授けた。戊申の年

（年）

 ３月中にラサ・トゥルナン（大昭寺）に招かれ、教主
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(1) Skt. bali（供養） 
(2) 
(3) aGuu 
(4) 
(5) 
(6)左にと書き込みがある。 

(7) 
(8) Skt. vajrasattva （金剛薩埵、金剛手菩薩） 
(9) 橋本本には gsang phu とある。フート本には gsara bu とある。 
(10) 左にと書き込みがある。橋本本には legs pa don grub （人名）とある。 
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 釈迦牟尼をはじめとして、三依処に黄金の聖水、灯明供養、

 献上絹（ハダク）など特別な供養を想像もつかないほどに執り行った。

 讃頌、礼拝を多く行い、大いに祈りを捧げ、

宝尊者の身体は、ますます若く見えるようになったとおっしゃったのである。

 そこにいた者たちに、尊者の前で、（上師）ヨーガ

 を授けたので、サンガすべての根本堅固の縁起を成した。

 １万以上の人々に６字の真言誦経

 と金剛薩埵（サッタ）の念誦を授け、信仰の

 地に赴かせた。己酉の年（年）の４月中に、パンチェン

 ソドノム・ラグバを上師となし、師サンボ法主、レグバドンロブを





































                                                      
(1) オン・マ・ニ・パ・ドゥメ・フン。 
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(1) 橋本本には shar rtse legs don pa （人名）とある。 
(2) 橋本本には dge tshul gyi sdom pa （沙弥戒）とある。 
(3) 橋本本には paNchen とある。 
(4) 橋本本には grub rgyal ma とある。 

(5) Skt. mahAkAla （大黒天） 

(6) Skt. vaiSravaNa （毘沙門天） 
(7) 橋本本には rjes gnang （允許）とある。 
(8) Skt. avatAra （降下、入）、『入中論』のことか。 
(9) 橋本本には mtshams（界）とある。 
(10) 橋本本には （万）とある。

(11) Skt. hayagrIva （馬頭観音）,  橋本本には rta mgrin とある。 
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 コンマ師となし、シャルジャ・ドンロブを時を知らせるものとなし、沙弥 

（シャミ）

 戒を受け、戒を守り、精進政教を正しく保持した。

 パンチェン・ソドノム・ラグバのもとで、ロブギャルマ（成就勝母）の寿灌

頂、

 大黒天、天女、毘沙門天、四面大黒天

 などの允許を聞いた。法主レグバドンロブなどのもとで、『道灯明』

 『大小の道次第』『根本智』『入』すなわちその（中論の）大解釈

など多くを聴聞なされた。庚戌の年（年）に非常に強い「界」を行って、

 第葉終り

 無量寿の瞑想を万、馬頭観音の瞑想を

 万を行ったことにより、２つの守護神の顔を具現して、

































                                                      
(1) 羯磨。作法の先生。 
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(1) 
(2) 左にと書き込みがある。橋本本には Fbras spungs （デプン寺）とある。 
(3) Skt. cintAmaNi （如意宝） 
(4) 
(5) 橋本本には sgrub thabs rgya mtsho  （成就法の海）とある。 
(6) 橋本本には skyes rabs so bzhi （三十四本生伝）とある。 

(7) Skt. yamarAja （閻魔大王） 
(8) Skt. SAsana （教戒） 
(9) 橋本本には bhyo rak mo とある。 

(10) 橋本本には ka la ru pa とある。 
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 言葉に允許が与えられた。辛亥の年（年）に、内外の僧侶が、

 海のように集まったのに対し、菩提道次第の説教が行われたので、毎日

 花の雨が降った。壬子の年（年）には、吉祥大デプン

 寺の師の畏れなき法座に、足の爪の如意宝を

 おいた。パンチェン・ソドノム・ラグバのもとで、可畏金剛の灌頂と

 成就法の海の允許など多くの法を聴いた。癸丑の年（年）には、

 ラサの大祈願会において、三十四本生伝などを説いた。また

 あるときは、「私は真言の念誦を多く行った。貴方はどのくらい

 行ったのかを言いなさい。私はヤマラージャ、シャーサナ、ビョーラクモ、

カーラ・ルーパ
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(1) 橋本本には dung phyur （億）とある。 
(2) 
(3) 橋本本には yang dgon pa とある。 
(4) Skt. rAho（蝕） 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) 
(9)  
(10) 
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 などをそれぞれ億（回）読んだ。他の念誦をも多く行った。」と

 おっしゃったことに対して、宿直の法主ヤン・ガン・バが「日月蝕と

 なった時に、増減を数える力を待つようになっても、そうでなければ（真実

を知らなければ）

 数えられるようになったとは、言えない。」とおっしゃった時に曰く、

「私には十

 一面あるので１回ごとに唱えれば、回となって

 いくのである。日月の蝕となった時の増加に関わっては

 いけない。信じなければ、女神を証人として誓うことができる。

 また、他に説が多くあるが、あなたがたの智慧が及ば





































                                                                                                                                                              
(1) 
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(1) 橋本本には Fphags sde （人名）とある。 
(2) 左に  と書き込みがある。橋本本には lo tsA ba （訳官） sangags rams pa 

（密教学者） dge Fdun （比丘）とある。 
(3) 橋本本には bkra shis とある。 
(4) の後に来るべきである。

(5) 橋本本には rgyal とある。 
(6) Skt. amoghapASa 
(7) 
(8) Skt. kRtya（所作）samuccaya（集） 
(9) 橋本本には zur bkaFi dbang とある。Skt. injitavacana （暗示、言葉） 

(10) 橋本本には Fdus pa Fphags （僧伽）とある。 
(11) 橋本本には ye shes zhabs （佛智）とある。 

(12) 橋本本には bde mchog lUhi pa （最勝楽ルーイーファ）とある。 
(13) 橋本本には dril bu （鈴）とある。 
(14) 
(15) 橋本本には rwa lugs （熱派、熱訳師、熱地訳師ドジェジャバの伝える密乗教規）とある。 
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 ない」と述べられた。パクテ翻訳官密教学者比丘を、タシ

 ギャルよりお招きし、初めに観音菩薩不空羂索十一

 面（観音）、九尊の無量寿佛の三灌頂金剛鬘と

 所作集の２つを１つにあわせた四十五壇城（立体）マンダラの灌頂を

 完全に聴いた。それ以外にまた、独立したお言葉の灌頂、聖者の方法と

 第葉終り

 佛智の方法の２つの秘密集会、最勝楽ルーイーファ鈴の

 外の壇城（立体）マンダラ、チャクラサンバラ、ラーの方法のヤマンタカお

よび
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(1) Skt. kAlaSatru （黒敵） 

(2) （氏族名）

(3) Skt. vetAla （死体を占有する悪鬼の一種） 

(4) 橋本本には ro langs brgyad skor （八起尸円）とある。 
(5) 橋本本には zhang （シャン・人名）となっている。 
(6) 
(7) 
(8) 人名か。 
(9) Skt. yama （閻魔） 

(10) 橋本本の Fkhrul Fkhor は『明慧宝曼』上巻p.128によれば とある。 
(11) 
(12) 
(13) 
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 黒敵のニョエの方法の八起尸円と

 黒敵のシャンの方法の、ある御言葉の多くと

 ラボティおよび閻魔の環法輪、六手大黒の

 著作など、無辺の灌頂、允許、教戒根本次第を、

 大きく満たされたつぼから注ぐかのように、聴聞した。歳の

 戊午の年（年）の５月日の良き暦の日に、

 セラ寺の法座に招かれ、佛宝

 法会の経典を著し、天が花の雨を降らせ、
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(1) 
(2) レッシングによれば「完全円満の佛陀」とある。 
(3) 橋本本には dgaF ldan （ガンダン寺）とある。 

(4) Skt. lakXin （吉兆） 
(5) Skt. Sribhadra （吉祥善） 
(6) 左に と書き込みがある。 
(7) 橋本本には dge Fdun bstan pa dar rgyas （人名）とある。 

(8) 後蔵の地名、橋本本には sha ngs とある。 
(9) 橋本本には dgi Fphel chos rje （弘徳法主）とある。 
(10) 左にと書き込みがある。橋本本には phyogs las rnam rgyal （人名）とある。 

(11) 左にと書き込みがある。橋本本には bsod nams dpal bzang （人名）とある。 
(12) 
(13) 
(14) 
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 すべてのものを、信心の国に赴かせ、政教２つの祭礼を

 大いに行った。歳の甲子の年（年）に

 完全円満の佛陀の三大時が符合した、月の満月の

 日に、元のガンダン寺の宝賢座者ラグシン・スリ・

 バドラは善友、ボドワの転生でありガンダン寺の座主となった

 ゲンデン・ダグバ・ダルジャイは羯磨師、シャンのギプゲル法主

 ジョグライ・ナムジルは秘密教師、比丘ソドノム・バルサンは

 報時師として、（いるべき）数のそろった僧侶たちの中で、比丘の









































                                                      
(1) 橋本訳（p.224注21）には「佛陀の降誕、成道、涅槃をさす」とある。 
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(1) 橋本本には rgyal byod tsal （佛陀が説法した林）とある。Skt. jetavana （ジェータヴァナ） 
(2) 橋本本には u yug （地名）とある。 
(3) 橋本本には shangs （地名）とある。 
(4) 橋本本には dben sa （地名）とある。 
(5) 左に と書き込みがある。橋本本には bkra shis lhun por とある。  
(6) 
(7) （観音菩薩）＝ウイグル語庄垣内正弘「モンゴル

語仏典中のウイグル語仏教用語について」（『アジアの諸語と一般言語学』年、三省堂）よ

り。

(8) Skt. bodhisattva（菩薩） 
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 の戒を受け、受戒諸師に財貨の恭敬を

 無限に行った。己未の年（年）に、ツァンの地の

 聖俗の多くによって、重ねて招かれたので、

 ジェータヴァナ（佛陀が説法した林）、ウユク、シャン、ペンサなどを経由

してタシルンポに

 赴き、その寺において、清らかなる虚空より竜の大きな音（雷）が響き、

 虹の光、花の雨などが、上下に、その奇瑞を多く示した。

 第葉終り

 大変多く集まった人々の中の、正行を行うものは、観世音菩薩を

 見た。（ダライ・ラマ３世は）毎日、寺院の前の広場で書を説いた所、手に
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(1) 
(2)  Skt. upasaMpad （受戒、具足戒） 
(3) 青海本p.166,  橋本本には khro phu（トープ。チベット地名）とある。 

(4) 同上。 
(5) 橋本本には lo tsA ba （翻訳官）とある。 
(6) Skt. maitreya （弥勒菩薩） 
(7) 
(8) 橋本本には rgyal mkhar rtse とある。 
(9) 橋本訳（p.244注25）には  Skt. ajAtaSatru （無生敵）とある。一方、橋本訳（p.226）には「阿

闍世王」とある。古代インド、マガダ国のヒンバシャラの子。 
(10) 
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 とれるほどの花の雨が降った。具足戒を、幾百もの人に

 授けた。それからトープに赴かれて、トープ翻訳官が建立した

 チベット、すなわち、雪国において、お身体が大きな彌勒にまみえた。そし

て、祈願を

 立てたことにより、尊者弥勒の十方の佛たちによって、囲まれた

 顔を拝見した。ギャルカルツェに招かれたところ、如来の

 舎利を８つの部分に分けて、アジャタサトル王の取り分で、

 信仰の対象物として、増えた舎利であって、祈願をしたところ、

 の舎利が自然におりてきて、御手の中に入った。このように、ウー・ツァ

ンの





































                                                                                                                                                              
(1) 橋本本には dbus gtsang とある。 
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(1) 
(2) 橋本本には glegs bam とある。12506参照。ガーダンパの問答録か。 
(3) 
(4) 橋本本には Fphags pa とある。 
(5) 
(6) 
(7) ダライ・ラマ3世（ソナム・ギャンツォ）とアルタン・ハーン。 
(8) 七生（七代の転生） 
(9) 
(10) 
(11) 橋本本には mdzo dge a seng とある。 
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 地方に、丙子の年（年）まで、説法・成就の法輪を

 大いに転じて、上述の書の預言したことと、前の衆生

 主法王パクパ・ラマにフビライ･セチェン・ハーンが、前述の

 如く初・中・後３つにおいて、三大布施をたてまつった後、

 ７疋の黒い絹と、その後の１疋の白い絹もたてまつった。ラマの

 おっしゃるには、「我々２人は七生の間、遇うまい。その後、お前が

 アルタン（金）という名のハーンとなり、私が水より創られたという名とな

った時に

 会い、衆生の利益を大いになす。」と説かれた時に到った。

 また、法王アルタン・ゲゲーン・ハーンは、以前ジョーギ・ナシン・ラマよ

り、
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(1) 
(2) 
(3) 橋本本には rgyal sras rin po che とある。 
(4) 
(5) 
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 この尊者の伝記を詳細にきき、不退転の信仰を得たので、

 自分の孫ホトクタイ・セチェン・ホン・タイジなどと相談して、

 おっしゃるには「法尊者ギャルラ・リンポチェ活佛より、すべてを信じる

なら

 罪悪は消滅し、智慧を新月のように増やし、すぐれた善

 友を自分自身より愛しむ菩薩の本源を有している。」

 第葉終り

 と言った。佛陀の御言葉に、《佛の出生は、どこであっても

 得られるであろう。人としての出生も非常に難しい友よ、どのように

 信仰し、教えを聞こうとも、これと同じことを手に入れることは、百劫に

おいても困難である。》

 と説かれた。すなわち、最善友の信仰の功徳

と経典を聴聞することは、非常に困難であるという次第を思惟することより、





























                                                                                                                                                              
(1) （劫） Skt. kalpa 

(2) モンゴル語、か。 
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(1) 
(2) 左に と書き込みがある。 
(3) 橋本本には Fdul ba slob dpon brtson Fgrus bzang po とある。 
(4) 橋本本には  a two sa dar han とある。 
(5) 
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 まさにこの聖者に聖使を遣わした。招請をなすことによって、

 この聖尊者が、施主と青海湖のそばで実際にお会いした。

 どんなにも親しい御言葉をいただき、一瞬の供養の師となして、律

 師ゾル・ツァンボを派遣した。壷の水を与えたのを、（アルタン・）ハーン

が、

 先頭に立って（飲んで）、万を数える人々に飲ませても無くならない、驚く

べき神通

 変化を見せた。丙子の年（年）に、また、（アルタン・）ハーンの第２

の招請使の

 アトサ・ダルハンたちが到り、詔書と供物をたてまつって、

 招請申し上げたところ、この聖者（ソナム・ギャンツォ）が微笑んでおっし

ゃるには、

 「私たちは、古の良き印をもっているので、私は必ず参ります。大使、

 あなたは前もって赴かれて、ハーンをはじめとする者たちにお知らせ下さ

い。」と御書などを























                                                                                                                                                              
(1) 
(2)ウルジー訳（p.182 注 293）には「オルドスのセチェン・ノヤンすなわち、ホトクタイ・セチェ

ン・ホン・タイジを指す」とある。  
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(1) 
(2) （現在の青海省共和県、『阿勒坦汗伝』珠栄嘎、年）、橋本本には  chab chi yal 
とある。

(3) 橋本本には  lha ldan とある。 
(4) 左にと書き込みがある。「デプン寺」のこと。橋本本には  Fbras spungs とある。 
(5) 
(6) 
(7) 橋本本には rva sgren （地名）とある。 
(8)
(9) 左にと書き込みがある。 
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 送った。彼ら（大使）は、国に帰って状況を説明申し上げたところ、

 皆喜び、青海のチャブチャルという所に大寺院を建立し、

 丁丑の年（年）に、身分の高い者たちを出迎えの者として、順次派遣し

 た。

 その後、この聖者はラサのホビルガン寺において、祈願を事前に

 執り行い、月日にデプン寺より

 馬上するとともに、ラテンの像を礼拝し、

 奥義を口頭で説いて言うには、「私たちは、モンゴルのハーンが招請し、

 辺疆の地に赴いてきたが、まもなく帰還するので、

 それまで心の中にとどめおくことは、吉祥デプン寺と

 第葉終り































                                                      
(1) 妙舟本『蒙蔵佛教史』第四篇（p.50）には「初遣八百人往迎次遣千人往迎。再遣三千人往迎。

四次汗自領萬人」とある。 
(2) 00422（第１巻p.33）では「ハテンの地」としているがラサの別名。 


abcdef
abc������ �� ���	



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 









                                                      
(1) 左にと書き込みがある。 
(2) 橋本本には pho brang （宮殿、王宮）とある。 
(3) 左に と書き込みがある。 
(4) 左にと書き込みがある。橋本本には bkra shis rab brtan とある。 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) 四行詩。Skt. pAda （四行詩の中の一行） 
(9) 
(10) 
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 ガンダン宮殿の人々が、共に事を成就しても、狡猾なことによって

 （正しい道を）失うことのないように、自分の因果の法を信じて福徳の方向

に

 努力することが必要である」などと説かれた。お見送りの際に、ガンダン

 宝座者などの大ラマたちとダシ・ラブテン王などがおいでにな

 り、ダシ（ラブテン）王が、馬の手綱を掴んで、「教法の吉祥となった。

 ラマの御足の蓮華は、堅固であった。持教者はあまねく

 地上において満たされるだろう」と２句をすぐに作るやいなや、泣いて息が

詰まって、

 言葉にならなかった。「教法の施主は権力と富が栄え、

 教法が永遠にとどまる、福寿が来るように」と願って、馬上より、
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(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 左にと書き込みがある。 
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 お説きになった。その後、しだいにお進みになって、ジャガス・ノールのも

との方に

 到達した時に、それらの寺院が存在することをはじめとして、聖俗が大いに

集い、

 両ぐらいの金など、大いなる財物の布施を

 奉献した。ラマのヨーガ６字の真言誦経を与えた。

 人に近い人々を出家させ、具足戒を授け、

 すべてを涅槃の道に入らせた。坐った席の背もたれの

 石に四臂大悲者の姿が顕現した。

 その後、黄河のほとりに住むようになった時に、普通の人々は「この河は、

とても深いので、簡単に渡ることはできない」と

 述べたのに対して、翌日夜が明けて見てみると、膝がかぶるくらいしか

 なかったので、皆は言葉にできないほど驚いた。更に赴くと、





























                                                      
(1) 橋本本には nya（魚） mtsho（湖） stod（上）とある。一方、橋本訳には「ニャーツォーの上部」

とある。 
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(1) 橋本本には  beg tses とある。 
(2) レッシングによれば とある。 
(3) 橋本本には sa la rab brtan  とある。『岩波佛教辞典』p.51「インドラ」の項に「アイラーヴァ

ナ（ airAvaNa ）という象に乗り東方を守護する」云々とある。これに関係するか。 
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 道すがら、暮らす人々と人以外の者たちが迎えて、無量の恭敬

 をなした。ある夜、モンゴルのラクダ、馬、猫などの

 頭をもつ天魔の多くを、護法尊ビグツェが率いてきて、

 誓わせ、行法者たちを妨害しないことを

 約束させた。モンゴルの、出迎えた人々も次第にやってきて、セチェン･ホ

ンタイジに、

 第葉終り

 （ソナム・ギャムツォは）四臂観音としてみられた。その後、次第にお進み

になって、戊

 寅の年（年）月日に瓔珞（たれかざり）、ビスキグルをする者

 などが、アルタン・ハーンのラマにふさわしい対応をした。同時に、サラ・

ラブテンという象が

 天の洗浄湖をゆっくりと歩むように、右、左、

 後などの、世のすべてを覆うように、漢地およびモンゴルの地の聖





























                                                      
(1) 寺院で使う縦笛。 
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(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
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 俗数千を数える騎上の人々に囲まれていらっしゃる時に、

 天に代わって戦う時の転輪王アルタン・ハーンが、自ら最果ての

 暗黒界を白く清める前兆とする、白衣をお召しになり、万を

 数える眷属とその（アルタン・ハーンの）婦人、多くの眷属と共にやってき

た。

 ラマ（ソナム・ギャムツォ）と施主（アルタン・ハーン）は会見式（祝宴）

の冒頭で両の銀によって

 できたマンダラ、中原の、バケツが入る（大きさの）金のお椀を宝石で

 いっぱいにしたものなどの供物を、量りしれないほど捧げた。その後、万

を数える（人が）

 集合した中で、ラマと施主、それぞれが太陽と月の２つのように現われた。

 （セチェン･）ホンタイジがお話になったのを、国師が通訳したのは、以下

の如くである。

 「昔、天の一族より分かれてきたので、大きな力を持ち、漢地・チベット・

 モンゴルの３国を力によって支配し納め、サキャ派のラマと施主の



























                                                      
(1)1両37.3g 


abcdef
abc������ �� ���	



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 











                                                      
(1) 
(2)  
(3) 06518,  07421,  08711 参照。Skt. SikXApada （戒律） 
(4) 
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 関係となり、教法を広めた。その後トゴン・テムル・ハーンより以後は、教

法が途絶え、

 悪行を行い、血と肉を絶え間なく貪り暗黒の血の海

 のようになったのに対して、僧俗の主の２人が、太陽と月の２つの恩恵によ

って、

 正法の道を聞き、血の海を乳の海に変えた。この大

 恩恵を、この方向にある漢地・チベット・モンゴルのすべてが、

 十善戒を守っていく必要がある。今日より、特に

 モンゴル人たちに規律を与え、以前、なくなった人は、後に地位の善し悪し

に

 よって区別し、自分の妻と召使い、乗馬、牛などの命を

 第葉終り

 絶つものであったが、今より後は、命を絶つことの代わりに

 馬、牛などの上に同じほどのものを出して、僧伽とラマたちに
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(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
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 布施し、祈願成就を行い、死者のあとから、祈願して命を絶つことは

 絶対にしてはならない。もし以前のように人を殺めるならば、法によって身

体が命より

 分離することとなる。馬や家畜を殺すならば、法によって、財産をすべて没

収する。ラマと

 僧伽に対し、なぐるなどの行為に手をそめるなら、手を下した者の家

 すべてをこわすものとする。以前、オンゴートと呼ばれた死者の像を作っ

て、

 そのように名をつけ、毎月の初めの８日、

 日、日の３日間において、馬や家畜を殺し、その血で供養する。

 また、年ごとの決められた供養において、人々の善し悪しの区別によって、

多少において、無数の

 殺した者たちは、今より後、それらオンゴートを火で燃やし、年

月の決められた供養において、殺生を絶対にしてはならない。もし（殺生を）

 なすなら、法によって罰せられ、馬牛のどちらかを、殺すならば、その倍



























                                                      
(1) 橋本訳には「諸像」とある。 
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(1) Skt. mudrA （印相、手印） 
(2) Skt. mahAkAla （大黒天） 
(3) 
(4) 
(5) 橋本本には Fzhang とある。 
(6) 
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 ほど（の馬、牛）を没収するものとする。オンゴートを燃やさないならば、

家を破壊するものとする。

 オンゴートの代わりに、六手の智慧マハーカーラの像を１体

 供養し、また、それにも３種の乳製品（乳・ヨーグルト・バター）の供養以

外に、肉と血の供養を

 決してしてはいけない。また、すべての者は善に努力し、初めの８日、

 日、日の３日間、斎戒せよ。漢地・チベット・モンゴルのすべてにおい

て、

 不要な略奪をしてはならない。要するにチベットのウー、ツァンの

 地方で行われているように、すべてこの国（モンゴル）においても、行う必

要がある。」という

 法を多く宣布した。大悲者の真言を授け、

 翻訳官がモンゴル語に翻訳し、説かれたものを皆で理解し、上

 下のすべての人が、六字真言を唱えるように、精進努力することとなった。

その時、虹の
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(1) 
(2) 
(3) 橋本本には shing kun とある。寺院名か否か不明。ウルジー訳によれば「臨洮にある寺院」。 
(4)  
(5) 橋本本には rab gnas とある。ウルジー訳に「寺院開光」とある。 Skt. pratiXThA （開眼） 

(6)  
(7) 
(8) 
(9) 橋本本には khyed （あなた）とある。敬語。 
(10) 左にと書き込みがある。本文中のの後にがあるので、そこに入る。

(11) 橋本本には ko sa la とある。古代インドの国名。Skt. kosala 
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 光は家のようであり、花の雨が多く降ったのである。その後、ラマと施主

 第葉終り

 は、２人で詳細に（色々な）話をしあった時に、ハーンは「聖者が

 シンクン寺を建立した時、私は（フビライ・）セツェン・ハーンとなり、あ

なたはパクパ・

 ラマとなった。あなたは寺院に住むこととなった。私はその後、今日まで

 さまよってきた。」と以前の場所を思い出させる御言葉を（ダライ・ラマ３

世・ソナム・ギャムツォに）申し上げた時に、

 聖一切智者は微笑んでおっしゃることには、「私たちは、今回だけ

 出会ったのではなく、以前より多く出会っていたうちの１回なのです。

 アルタン・ハーン、あなたは釈迦牟尼の時代に、コーサラ国の
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(1) Skt. prasenajit （プラセーナジット、勝光王） 
(2) 
(3) を消してにしている。 
(4) 橋本本には Fphangs pa とある。 
(5) 橋本本には ti shri とある。帝師。 
(6) にとある。また、橋本本に se chen hwong thaFi ci とある。 
(7) 橋本本には  ma ga ta とある。インドの古代国名。Skt. magadha 

(8) 橋本本には gzugs can snying po とある。Skt. bimbisAra （人名） 

(9) 13414では。橋本本にはgu shrI pakshi （国師）とある。 
(10) 橋本本には lo tsA ba blo ldan shes rab とある。 
(11) 橋本本には lo tsA ba rta nag pa とある。 
(12) 
(13) 参照。 
(14)  
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 プラセナジット（勝光）王となり、また聖チンギスの源より、フビライ・セ

ツェン・

 ハーンとなった時、私はパクパ・ラマとなり招かれて

 ハーンと妃の２人に、喜金剛灌頂を与え、大布施を

 布施し、帝師の称号などを授けた。セツェン・ホンタイジは、以前に、

 マガダ国のロウバ・カルビ王となった。国師は、以前に

 通訳者ロダン・シェーラブであり、パクパ・ラマの時に、通訳者ターナクパ

となり、

 ハーンとパクパの２人の通訳となった。今また、私たち

 人の通訳となったので、今回、３回目の弟子と
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(1) か。橋本本にはmtshou pa （例えていえば）とある。 
 
(2) 
 (3) 
(4) 
(5) 橋本訳に「大乗法輪院」とある。ウルジー訳では「大乗法輪寺」とある。トゥメトの寺院。 
(6) 
(7) 左に と書き込みがある。橋本本には stong Fkhor chos rje yon tan rgya mtsho とあ

る。 
(8) 
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 なったのである。」となど、お言葉の回答と共に、５種の勝者を象徴した、

 五色の絹に、金剛護符の印によって身を護る、

 護符と様々な種類の種で満たされた宝碗を１つ、ハーンに

 捧げた。その後、ラマと施主が出会った、その場所に寺院を

 建立する場所と鎮めた。三世佛と法主ラマ（ツォンカパ）と、そして、ま

た、

 尊者（ダライ・ラマ）の像などを安置した寺院をひとつひとつ

 漢式に建立し、三重の護塀のあるその寺院の名を、

 大乗法転輪寺と名付けた。その時、

 ドンホル・チョルジ・ヨンドン・ギャムツォは具足戒を授け、望んだ法を

 第葉終り
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(1) 
(2) 
(3) 
(4) Skt. vajradhara （金剛杵） 
(5)  橋本本には khyab bdag rdo rje Fchang とある。Skt. vajradhara 
(6) 
(7) 『アルタン・ハーン伝』p.

���	



 

 

 読誦するごとく、願いを満たした。その後、ハーンは、

 金の大碗いっぱいの真珠など、実に多くの財物と共に

 ダライ・ラマ・ワチルダラ（金剛杵）というすべての主、ワチルダラの称号

を贈った。

 一方、（アルタン・）ハーンにも、法王梵天という称号を贈った。セツェ

ン・

 ホンタイジと国師などに、それぞれの分に応じて、

 政教２つの称号を与えた。この梵天（アルタン・ハーン）は、両の金よ

り

 できた、５つの爪のある竜が装飾された印璽を、ワチルダラ・

 ダライ・ラマの印として勝利せよと、モンゴルの新しい文字のある印と

 金でできた冠と瓶など、極めて特別な品物などを

 捧げた。（アルタン・）ハーンの子孫の３人をはじめとする人を、僧侶

となした。
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(1) 左に と書き込みがある。橋本本には se ra Fbras sprungs dga ldan とある。 
(2) （供物）か。 
(3)  
(4) Skt. vaiSravaNa （毘沙門天） 
(5) 
(6) 左に と書き込みがある。永清師か。橋

本本には gyong ching  shrI とある。 
(7) 
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 ウー地方のセラ寺、デプン寺、ガンダン寺など３寺に供物とお茶

 などを大いに布施した。それぞれの諸侯による布施は、毘沙門天の

 宮殿の倉のように光り輝いた。その後、ハーンと諸侯の

 それぞれの望んだ法が、普く広がった。人以上を、出家と

 比丘とした。８月に漢地の主、万暦帝は全世界

 を救済する帰依処のユンチンシリ（永清師か？）称号と印璽などを捧げて

 招請した。その時、漢地の多くの大官の

 布施と民衆の恭敬は、際限なく、

 その人々に解脱と一切智の種を正しく
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(1) 
(2) の写し間違いか。 
(3) 橋本本では  a mdo li thang の後に Fkhams があるが、モンゴル語写本には無い。 
(4) 
(5) 左にと書き込みがある。 
(6) 
(7) 
(8) 左にと書き込みがある。橋本本には chab mdo （昌都。チベット自治区東部の地名）と

ある。 
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 生じさせた。出家と比丘の戒を人あまりが受けた。智慧と

 ふさわしい法によって（人々を）満足させた。その後、アムド、リタン（裏

 塘）の大寺院

 に赴くことになったある時、大アルタン・ハーンは招請する時に、

 その間だけの名代として、ドンコル法主ヨンドン･ギャムツォをモンゴルの

地に

 遣わした。庚辰の年（年）に、リタンに建立した寺院三界を

 第葉終り

威によって治める、大いなる釈迦牟尼の、背たけの長さ咫
あた

ほど（の仏像）

を

 鍍金した銅によって作り、寺院の名称を能仁教大慈

 一切法勝部寺と名付けた。

 僧侶および比丘が、人以上あらわれた辛巳の年（年）チャムドの





























                                                      
(1) 現四川省の都市カム。 
(2) 橋本訳には「百人以上の出家は具足戒を成就せり」とある。  
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(1) （午）の間違いである。
(2) ゲゲーン、活佛、化身なる一切智者。 
(3) 橋本本には kha gtong ba （悪く言った）とある。 
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 人々の招きにより、（そこへ）赴き、望んだ法の雨を降らせた。

 偉大なアルタン・ハーンは、歳の壬午の年（年）大変

 重い病となり、危篤状態になった時、大官および臣民の、

 ある者たちが、三宝に対し、悪く言ったので、ドンホル活佛

 宝身が、官民すべてを治め、無常の教えを

 説法した。しかし、聖なる一切智者（ダライ・ラマ）は、「大ハーン（アル

タン・ハーン）を

 菩薩である」と説いたため、教宝および持教者、

 聖なる一切智者（ダライ・ラマ）と法の施主、法王の３つの

 真諦の力により「ハーンよ、治りますように」と祈って、「ハーンよ、

 ハーンよ」と３回呼ぶと同時に、大ハーンは治ってお言葉を述べた。

 「あなた方、大官および人々が、我々の打ち立てた正法と、僧侶に対して、































                                                      
(1) 青海本（p.176）には chu  yop（壬卯）、橋本本には chu  rta（壬午）とある。 
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(1) 
(2)  （誓う） 
(3) Skt. abhijJa （預見、智見） 
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 （悪く言った）理由は何か。以前、法がまだ広がっていない時、死がまだ無

く、

 命の永遠な人を見たことがあるか。昔、釈迦の王もまた、衆生

 に無常の法を教えるために、肉体がみまかった姿を

 見せたと聖なる一切智者（ダライ・ラマ）が述べたことを聞かなかったか」

となどの、

 教えの言葉を述べたことに対して、妃、息子たちと人々

 すべてが喜んで、主のあなたの指導のとおり、ラマ三宝に

 に対して、害を行わないことを誓い、法典にもそのように書き

 入れたため、大ハーンは喜び、また１年を加え、次の年、癸

 未の年（年）お亡くなりになった。その時、聖なる一切智者（ダライ・

ラマ）は、アルタン・ハーンが

 第葉終り

 彼岸に逝かれることを預見して、須弥山の

 頂にて、チャクラ・サンバラの壇上マンダラに入らせて、佛のお顔を
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(1) 
(2) 
(3) 
(4) 橋本本には sku Fbum （クンブム、塔爾寺）とある。モンゴル語 （ sku にあたるモンゴ

ル語が落ちている） 
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 示されて、灌頂を授けて随持した。そして、癸未の年（年）に

 その（アルタン・）ハーンの息子、センゲ・ドゥーレンがハーン位に就き、

父親が遺言

 なさったとおりに、聖なる一切智者（ダライ・ラマ）を招聘するために、１

人のタイジを

 はじめとする使者を遣わされ、（人々と）お会いになった。この尊者は、青

海の地においでになり、

 アルタン・ハーンを目指した地（チベット）の主となして、弥勒の微笑した

お顔を

示現した使者であるという祈願を成就された。さらに、ゴンボン寺（塔爾寺）

に

 赴かれ、そこで説法の（ための）学堂を新たに設立し、教法を広めさせた

 護法者たちに、その重要性を強く説いた。さらに、ダンダル

 山においでになってしばらくして、潔斎をしながら坐して、吉祥チャクラ･

サンバラの

 佛たちのお顔を拝見した。ヤンテグやシングンなどの、多くの広大な地方に

























                                                                                                                                                              
(1) 地名。ウルジー訳には「羊斗と臣宮洮」とある。 
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(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
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 おいでになり、利他を大いに行われた。そして、さらに

 オルドスのセツェン・ホンタイジ侯の地に（ダライ・ラマを）招いて、王、

ジノンらの

 欲した教法を、数多く授けた。乙酉の年（年）に、人近くの人々を

 出家させた。の大きなホショーの主である、ジノン王は、迎えと共に

 招聘し、宝の碗、疋の絹、両の銀などの

 多くの布施を捧げた。その王（センゲ・ドゥーレン・ハーン）と、セツェ

ン・ホンタイジ、セツェン・

 ダイチンたちを、吉祥喜金剛の壇上マンダラに入らせて、灌頂を

 授けた。その王（センゲ・ドゥーレン・ハーン）は、自らの息子に王位を譲

り、現世の

 完全なるすべてを捨てて出家した。オンブ・チュクル侯が

 招聘したところ、タイジ（オンブ・チュクル侯）と眷属を、共に無死鼓音

（不死の太鼓の音）の壇上





























                                                                                                                                                              
(1) 
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(1) 
(2) 
(3) 
(4) 橋本本には gzungs gzhhug （佛像内に陀羅尼などを入れること）とある。左にと書き込み

がある。 
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 マンダラに入らせて、灌頂を授けた。丙戌の年（年）にアルタン・ハー

ンの

 息子センゲ・ドゥーレン・ハーンをはじめとする高官らが、当地に招く

 第葉終り

 必要があると、請願したことにしたがって、フフホトという、天の城を

 地上に移すように、その地に不思議な煙とともに、光臨した。

 アルタン・ハーンの建造した、釈迦牟尼の銀の仏像に、ダラニを

 入れて、開眼を盛大に行った。ハーンは、金、銀などの

 万を数える供養を施した。領主、人々のあるものたちに、喜金剛と

 吉祥チャクラ・サンバラの灌頂を授けた。アルタン・ハーンのご遺体を



































                                                                                                                                                              
(1) 橋本本には rab  gnas （開眼）とある。 
(2) 現内モンゴル自治区首府。 


abcdef
abc������ �� ���	



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 











                                                      
(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 橋本本には  hu um hiri とある。に同一の文字 がある。サンスクリット語のアヌスヴ

ァーラは em と発音する。は不明。真言の種子。 
(7) 
(8) 橋本本には rab guas とある。Skt. pratiXThA （開眼） 
(9) 
(10)  （ぼろぼろ） 
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 地面に葬ったのを叱って、「このような、この上ない、如意

 宝をあなた方は、どうして（地面に）捨てたのか」と地面より、掘り出し

て、荼毘に付したところ、

 虚空一面が虹の光の網に覆われて、花の雨が

 降り注いだ。フーとフリなどの、種字と舎利を無限に生じた。

 （曼荼羅の）外わくの所に、両の銀によって造られた塔を建立し、

 開光の儀式を行った。その後、辛亥の年（年）、センゲ・ドゥーレ

ン・ ハーンが

 逝去されたその葬式を執り行い、福徳を円満菩提に

 廻向した。ある日（ダライ・ラマ３世が）、まばらな森にある、１つの山に

招かれ、ぼろぼろの

































                                                      
(1) アルタン・ハーンの息子。 
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(1) 
(2) 左に gelung （比丘）と書き込みがある。 
(3) 
(4) 橋本本には rgyal lha thog （勝天）とある。 
(5) 橋本本には thar paFi rgyal mtshan （大成就者）とある。 
(6) 
(7) 
(8) 
(9) 
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 衣を身にまとった１人の比丘と相互に挨拶し、多くの問答を

 なされ、その森の中に、しばらくいらっしゃった。身の回りの世話する人た

ちが、

 質問したことに対し、「ジカルバ（勝天）の上より、大成就者タルバイ・ジ

ャルサンが、

 私（ダライ・ラマ３世）の逝くことが近づいたので、（タルバイ・ジャルサ

ンが）会いに来たのである。」とお言葉を述べ、

 病気の様子があらわれた。ウー、ツァンの、招聘した人たちが、上のほう

（ウー・ツァン）に

 赴く必要があると申し上げたけれど、ハルチンのハーンが招いたのに従っ

て、

 そちらに赴かれて、喜金剛の灌頂などを行った。そこで、

 僧伽たちの寺院を建立し、その開光の儀式を盛大に行った。

 歳の戊子の年（年）の正月の末より、少し



























                                                      
(1) ウーは中央チベット、ツァンは西南チベット。 
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(1) 
(2) 橋本本には kwan ding tA ko shrI とある。

(3) 橋本本にはrten Fbrel （縁、デンベレル）とある。

(4) 
(5)  
(6)  
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 病気の様子があらわれた。漢地の皇帝が、宮殿に

 第葉終り

 お招きする必要があると、８人が担ぐ輿に乗った、使者を迎招の為に遣わ

し、

 灌頂大国師の称号を奉った。奇瑞と考えて、漢地の皇宮に行くことを

 約束した。３月より病が重くなる状態となり、

 最後のお言葉の誦を唱えられた。その時、大諸侯たちは、大いに

 悲しみ、「聖なる一切智者の後生は、ぜひ我々の部族の

 中にお生まれくださいますように。」と祈ったところ、聖者はまた「偽り

のない

 帰依処である三宝に跪いて礼拝す。嗚呼、広い世界にある、モンゴルの

 地、全ての物質が満たされる時、かのアルタン・ハーンをはじめとする

 信者、施主たち、弟子たちは、古の福徳の結縁が、良
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(1) 
(2) 
(3)  
(4) 橋本本にはrje btsun Fjam dpal snying po とある。 
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縁であったので、現在と未来の奇瑞が円満になっている。祝詞の力によって、

 後生にも、このような方法で大乗道により具足縁がある、あなたの

 導く吉祥となれ。」と言ってから、「見えているものの象
かたち

の因縁

 法がこの安寧を与える三門（蘊・処・界）の行境として、その身体

 もまた、利益と安寧の友となることも、吉祥十三

ダーキニーとラマと違いのないマハーカーラに対して業を説く。」と述べた。

 かくの如く現身所化の際を円満にし、３月

 日の日の光が指す時、変化身の大きな箱より

 受容身と智慧の幻身がそれぞれ出て、尊者

 文殊胎の側に逝かれた。ご遺体を荼毘に付した時に、

































                                                      
(1) 11915に同じく「三門」がある。 
(2)  人の形を指す。ダライ・ラマ３世のこと。 
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(1) 橋本本にはbde mchog とある。Skt. cakrasaMvara 
(2) 橋本本にはspyan ras gzigs とある。モンゴル語 Skt. avalokiteSvara 
(3)  
(4) Skt.kapAla 
(5) 
(6)  
(7) Skt. aSoka （アショーカ王） 
(8)  
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 チャクラサンバラ（最勝楽）と観世音菩薩のお身体や種字が多く出て

 頭蓋骨が丸ごと出た。舎利の集まりとなったものが、あらゆる方向に分配さ

れて

 それぞれの舎利塔が建立された。その無数に建立された塔は、

 アショーカ王の万の塔が建立されたのと匹敵する。
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